
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年７月５日（金） 第１２号（５４）      学校だより 

元気の花 なかよしの花 やる気の花 安全の花 

北九州市立折尾東小学校 

〒 807-0824 

八幡西区光明１－２－１ 

℡ 602-2621  奥田 淳一 

 
〇 子ども達の学校生活の様子から 

  6/24保育士体験 

雨降りにご用心、雨降りのマナー 

虫が大好き 

５年生は、総合的な学習の時間の単元「小さな

先生にチャレンジしよう」で近くの保育所や幼稚

園にお邪魔して、先生の体験をさせていただきま

した。小さな子どもたちのお世話をいきいきとや

っている子や接し方がわからずとまどいがちな

子もいました。どの子も、とても穏やかや優しい

顔をしていました。このような体験を通して、思

いやりの心が育ちます。お世話になった皆様、あ

りがとうございました。 

中休みや昼休みになると、子ども達は元気に運

動場に歩いて行きます。低学年や中学年の子ども

たちは、今、虫に興味をもっている子がたくさん

います。虫かごや図鑑を手に運動場で虫探しに熱

中しています。子どもたちの自然や生き物につい

ての興味・関心を大切にしたいですね。遊びなが

ら子どもたちは大切なことを学んでいます。 

 梅雨の後半になり、雨がよくふります。１７日は一時激しく降り、折尾中

学校前の道路が冠水しました。幸い下校時には雨が上がりましたが、子ども

達には水路や溝に近づかないように指導しています。子どもたちの安全を守

るために、場合によっては登下校の時間をずらす等の対応も考えられますの

で、ご留意ください。緊急の対応については「いっせいくん」などでお知ら

せいたします。また天気予報を見て、朝降っていなくても傘を持たせるなど

のご配慮をよろしくお願いします。 

 雨の日に、子ども達の様子を見ていて、感心することがあります。下足室

の入口で、傘についている雨水を払って、ネームバンドできちんとまいて、

傘立にしまう子がいます。人の迷惑にならないようにする、とても美しい雨

降りの日のマナーです。そんな品格のある行いができる子にしていきたいで

すね。 

子ども（人）をどう見るか 

「あの子はとってもいい子だ。」「あの子は・・・」「どの子にもいいところがある。」・・ 

誰もがそんな言葉を耳にしたり、口にしたりしたことがあったでしょう。 

私は、子どもを見るときに、次のような見方をします。 

Ａさんは、「集中力がない」「意地悪をする」「言葉づかいがよくない」など、い
ろいろな課題を言われます。Ａさんを見るとき、①から見ても②から見ても③か
ら見ても、課題が見られます。それではＡさんは課題ばかりかというとそうでは
ないのです。④から見るとＡさんは家でお母さんを助け、兄弟の世話をするやさ

しさをもっています。 
 
Ｂさんは、⑤から見ると「あいさつをよくする」、⑦から見ると「責任感がある」、

⑧から見ると「人に親切」、とよいことばかりのようですが、⑥から見ると「苦手
なことに対する頑張りが足りない」という課題があります。 
 
このように課題ばかりでよいことがない子は一人としていないし、反対によい

ことばかりで課題がまったくない子も一人としていないと思うのです。また、よ
いことと課題の割合は、子ども一人一人ちがうのと同時に、一人の子どもの中で
も、時期や成長の過程においてかわってくるといえるでしょう。 
 
よいところも課題もふくめて一人の人間です。それをふまえたうえで、一人の

人間として尊重し、よいところを伸ばし、課題を改善していくことが大切ではな
いでしょうか。 

Ａさん Ｂさん 

① 
② 

③ 
④ 

⑤

 

⑥
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⑧


